
   私は、現在御影小学校で高学年の英語専科として外国語活動を指導しています。児童の実態は１クラス20人前後の少人数で、英語塾等でいくつかの英単語を知っている子、全く知らない子と様々です。

そこで、私はいつも授業の形態を考える際に、何度も英語を口にしたり、どの子も友達や先生と話せたりする活動を心がけています。そのために、英語ノートの順番や、出てくる新出単語、活動の方法を次のように工夫しています。
　　（英語ノート）

使用言語や絵が充実していて使いやすい


1単元にでてくる単語が多すぎる！！

　→こういった時は、
「子ども達が知っている単語を優先に」or「単語や文型の似ているもの」の順に指導します。
　　　（例）Lesson4  

　　　本単元のねらい･･･「できる」「できない」という表現を使って自己紹介しようとする。

　　　1時間目の授業での使用言語
　　　　　        play soccer,  play baseball,  play the piano,  play the guitar
    活動①　教師やＣＤに続けて言う→始めはゆっくり、回数や速さに変化をつけて　
　　　活動②　ジェスチャーゲーム

　　　活動③　can you～？の形で練習

　　　活動④　ミッションゲーム（別紙裏面）
　　　活動⑤　振り返り
以上の流れで1時間学習した後、次時にtable tennis(ping-pon),　swim,　cook,　kendama,　unicycle(ichirinsya)を加えて友達同士できることやできないことを尋ねたり、自分のことを発表
する活動を行いました。子ども達は、ちょっと聞き覚えのある単語や、前に一度学習した文型を使って学習を積み重ねることで自信を持って学習に参加し、「できた！言えた！聞けた！」といった達成感を得ているようです。
一方、





ワークショップ３（Ｂ会場）


『少人数でも楽しく学べるアクティビティ』　　　　　　　　　斉藤　和沙


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水町立御影小学校）








